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排雪運搬用ダンプトラック車両の側板取付け届出書の提出依頼について

向寒の候、各位には益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素より当協会の業務運営に対し特段のご尽力を賜り厚くお礼申し上げます。

平成１３年度に定めた「排雪運搬用ダンプトラック車両の取扱要領書」に従い、協
会宛提出をお願いいたします。取りまとめの上、旭川運輸支局へ届出いたします。
－　記　－
以上
◎対象車両の届出について
１．排雪運搬車両届出書　３部（運輸支局提出用、申請者用、トラック協会提出用）
２．排雪ダンプトラック写真貼付台紙（側板取り付け）２部
　　運輸支局提出用、トラック協会提出用
※写真については、白紙の書類にデータ貼り付け、又は協会宛に写真データを
メール送付(asahikawa@hta.or.jp)でも構いません。

◎事業終了時の届出について
１．排雪運搬車両届出書　２部　（運輸支局提出用、トラック協会提出用）
２．排雪ダンプトラック写真貼付台紙（側板取外し）　　２部
　　運輸支局提出用、トラック協会提出用
◎排雪運搬車両届出書と写真貼付台紙（側板取り付け、取外し）様式をダウンロード
希望する場合旭川地区トラック協会のホームページよりお願いいたします。
排雪運搬用ダンプトラック車両の取扱要領の制定について
１．経緯
排雪運搬用ダンプトラックの側板の取扱いについては、北海道特有の積雪・寒冷地の事情として時期的なものであり、過積載運行となる物品積載装置ではなく積載物転落防止、飛散防止装置であるとして、昭和４８年から取り扱われた。
その後、昭和６１年に北海道警察交通部、北海道運輸局及び各道路管理者（北海道
開発局、北海道、札幌市）の協議により側板寸法（右80cm、左60cm）が示されたも
のの、北海道開発局から排雪環境等の変化（交通量、排雪運搬の要望の増加）に伴い、
効率的な排雪作業について検討し、平成８年度の側板の寸法について構内試験を実施
した結果、過積載とならず、道路運送車両法にも抵触しないとして、側板寸法を右
110cm、左90cmに嵩上げし、平成９年度に一部国道の排雪工事について試験的に運用
し、平成１０年度から札幌圏国道において実施され、平成１１年度に札幌市から北海
道開発局仕様に基づく車両にて排雪運搬を行う旨、北海道トラック協会に通知があっ
た。
この通知を受け「北海道トラック協会ダンプ部会」では、排雪運搬用ダンプトラックの側板寸法の変更は過積載運行の誘発に繋がる恐れがあること、雪堆積場所において転落・転覆事故の発生が懸念されること、積載容量の増加により雪降ろし時に作業員が傾斜した荷台に乗り作業する必要性が生じ、危険度が増大することが見込まれることから、側板寸法の嵩上げは容認できないとして、北海道開発局及び札幌市に対し、側板寸法の見直しと安全対策の徹底に関する要望を行った。
さらに、北海道運輸局と北海道トラック協会及び札幌地区トラック協会とで数度に
わたり排雪運搬車に対する考え方、今後の取扱いについて協議を行った結果、側板
寸法の変更は積載容量の増加が目的であり、積雪・寒冷地の事情として措置してい
る趣旨と異なるため、従来どおりの寸法（右80cm、左60cm）とすることで、北海道
開発局及び札幌市と協議し、北海道開発局、札幌市とも平成１３年度以降自主的に
従前の側板寸法に戻した。
このような背景もあり、北海道トラック協会では排雪運搬車について、安全な運行、
事故防止、過積載運行の防止を図るため、平成１３年度に本取扱いを定め、数回の
改正を行い現在に至っている。しかしながら、近年、側板等の不適切な取り付けや、
側板を取り付けた状態で土砂等を運搬しているとの情報もあり、平成２９年度に本
取扱要領を一部改正することとした。
２．関係機関との連携について
（１）北海道運輸局、北海道警察本部、発注者（北海道開発局、市町村、道路公団等）と連携した上で、違反行為の排除に努めることとする。
（２）北海道警察本部に対し本要領によらず運行している排雪運搬車について指導するよう依頼する。
（３）本要領を北海道運輸局に提出する。
排雪運搬用ダンプトラック車両の取扱要領
公益社団法人　北海道トラック協会
（目的）
第１条  この要領は、貨物自動車運送事業者が排雪運搬作業を行う場合の取扱を定めるものであり、これにより、不正改造の防止、過積載防止などの輸送秩序の遵
守及び事故防止を図ることを目的とする。
（対象事業者）
第２条  北海道運輸局管轄区域内の貨物自動車運送事業者とする。
（対象車両）
第３条  前条の者が所有しており排雪運搬に使用する「土砂等を運搬する大型ダンプ
車両」とする。
（構造装置）
第４条  排雪運搬に使用する車両の側板は次の要件に適合しているものとする。
（１）側板は雪のこぼれ止め、飛散防止装置であり固定的な装置と認められないもの
であること。
（２）側板の高さは、右80ｃｍ、左60cm以内とすること。
（３）側板を取付けるために備える取付け金具は総重量100kg以下で、対象車両の
さ・幅・高さを超えないもので、かつ、鋭い突起を有するなど、他の交通を妨げ
るものでないこと。また、取付け金具を取付けるためのボルトは、容易に取り外
せるものであり、溶接及びリベット等恒久的な取付け方法とならないこと。
（４）車検の際は、届出された側板取付け期間中であっても構造装置を取り外した状
態にすること。
（対象車両の届出）
第５条  本取扱による車両を使用する事業者は、当該年度の排雪運搬事業を開始する
前日までに、次の書面等を地区トラック協会長あて（以下「トラック協会」とい
う。）に提出するものとする。なお（２）の写真等にあっては事業開始後５日以
内までに提出してよいものとする。また、車両を変更する場合も同様の扱いとす
る。
（１）対象車両の「排雪運搬車両届出書（別紙１）」(以下「届出書」という。)３部
（トラック協会提出用（正）、運輸支局提出用（正）、申請者用（写））
　（２）対象車両の「排雪ダンプトラック写真貼付台紙〔側板取り付け〕（別紙２）」（以下「写真台紙」という。）２部
（トラック協会提出用（正）、運輸支局提出用（正））
　　　　なお、写真等は撮影された日付が記載されたものであり、次の事項が確認できるものであること。
　　　　また、届出書と写真等を別々に提出する場合は、写真等提出時に届出書の写しを添付し、写真等がいつ届出した届出書のものであるか分かるようにすること。
1  車両右斜め前面（前面及び右側面）
・ナンバープレートの取り付け
・２０トン超表示（対象車のみ）
・側板の高さ（８０cm以内）
・側板あおりの取り付け状況
・サイドバンパーの取り付け
2  車両左斜め後面（後面及び左側面）
・側板の高さ（６０cm以内）
・サイドバンパー、リアバンパー、大型後部反射器、後部反射器及びナンバープレートの取り付け
・最大積載量表示、速度抑制装置付表示（義務付け対象外車を除く。）
（届出書等の交付）
第６条　トラック協会は提出された届出書及び第5条の（２）の写真等により、対象
車両の荷台が第4条の構造装置に適合することを審査し、適正と認められたと
きには、届出書３部にトラック協会の確認印を押印し、届出者用１部及び別添
の「排雪運搬届出済ステッカー」（以下「ステッカー」という。）を交付するも
のとする。
なお、側板の取付けに先立って届出書の提出が行われた場合にあっては、写
真等の提出がなくても、届出書への確認印の押印及び届出者への交付、並びに
ステッカーの交付が行えるものとする。この場合、届出者は排雪事業開始５日
以内に写真台紙をトラック協会あて提出するものとする。
２．トラック協会は、確認印を押印した届出書のうち運輸支局提出用１部及び写
真台紙のうち運輸支局提出用１部を管轄する運輸支局へ速やかに回送するも
のとする。
３．トラック協会又は運輸支局は、写真台紙等に不備が確認されたときは、届出
者へ連絡することとし、届出者は速やかに改善し改善後の写真等を提出しなけ
ればならない。
４．ステッカーはフロントガラスに接することなく、前方から見やすいように表
示するものとする。
（事業終了時の届出）
第７条　届出者は、側板取付期限が終了した場合又は年度の排雪運搬事業が終了した場合は、速やかに届出車両の側板及び取付け金具を取り外し、次の書面を事業終了後５日以内にトラック協会に提出するものとする。
（１）対象車両の「排雪運搬車両届出書（別紙１）」の写し。２部
（トラック協会提出用（正）、運輸支局提出用（正））
（２）対象車両の「排雪ダンプトラック写真貼付台紙〔側板取外し〕(別紙３)」２部
（トラック協会提出用（正）、運輸支局提出用（正））
　　　なお、写真等は事業終了後５日以内に撮影された日付が記載されたものであり、次の事項が確認できるものであること。
1  車両左斜め後面（若しくは右斜め後面）
・ナンバープレートの取り付け
・側板及び取付け金具の取り外し状況
（違反した場合の措置）
第８条　本取扱に違反した事実が判明した場合には、直ちに、届出者に当該車両のステッカー返納を求めるとともに、違反のあった車両の届出書の受理を「１年間」行わないものとする。
（事務経費）
第９条  ステッカーの交付に要する事務経費は、必要に応じ収受できるものとする。
附則　　この要領は、平成１３年１１月　１日　施行
平成１４年１０月２３日　改正
平成２５年１１月  １日  改正（団体名）
平成２９年１０月１７日　改正
